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【概要】

動詞 や 形容詞を否定する
"

不
”

と
"

没
”

の 使 い 分け に 関する論文は少なくな い
｡ しか し

､
助動詞 の 前 の

"

不
”

と
"

没
”

の 使 い 分けと ､ その 意味的分析に関す る先行研究は
､ まだ少な い ようで あ る｡

多く の 文法書 で
､

"

不
' '

は あら ゆ る助動詞 の 前 に置く こ と が で き る が ､

"

没 ( 有)
”

は ､

"

能
”

､

"

能砺
”

､

"

要
”

､

"

肯
”

､

"

敢
”

な ど わずか の 助動詞 に 限られ る と 指摘され て い る｡ しか し
､

こ れ らの 文法書 は
､

た だ こ

の 表面現象を指摘 し て い る だけで
､

"

不
' '

と
"

没
”

が助動詞を否定す る場合 に､
どの ような要因の 制約を受

ける の か に つ い て は深く追究して い な い ｡ ま た
､

一

部 の 文法書で は
､ 助動詞 は

"

了
”

･

"

着
”

･

"

辻
”

を伴うこ

と がで きな い の で
､ 助動詞 は動相 ( a s p e c t) を表す こ とが で きな い と して い る ｡

本稿は ｢ 助動詞 ＋動詞+ を
一 つ の まと ま っ た 述語構造 と し て捉え

､
この構造は

"

了
”

･

…

着
”

･

"

辻
”

を伴う

こ と が で きな い が ､ 文脈或 い は コ ン テ ク ス トの 助けに よ っ て
､ ｢将然相+ の 意味を表す こ と が で き る と指摘

す る ｡ 本稿 は さらに
"

不
”

と
"

没
”

が こ の 構造を否定す る場合 の 各現象に対 して考察し､
こ の 二 つ を制約 し

て い る の は
､

や は り
"

動相
”

で あ る こ と を指摘す る も の で あ る｡ ｢ 助動詞 ＋ 動詞+ を否定す る場合に
` `

不
”

は 動作を行う前の 段階､
つ まり ｢ 行動意識+ の 段階を否定し､

"

没
”

は ｢ 行動意識+ の 段階を認 め て ｢ 動作

実行+ の 段階を否定す る｡

"

不
”

と
"

没
”

は文法上
､ 置き換え る こ と が で き る場合 に お い て も､ そ れ ぞ れ否

定の 範囲と表す意味 が 違う の で あ る｡
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例文出典

1 1 はじめに

動詞や 形容詞を否定す る
"

不
”

と
` `

没
”

の 文法的使

い 分け及 び意味的相違 に 関す る論文は 少なくな い
｡ し

か し､ ｢ 助動詞 ＋ 動詞+ を否定す る
"

不
”

と
"

没
”

の

使 い 分けと
､

そ の 意味的分析に 関す る先行研究はまだ

少な い ようで あ る｡

"

能
”

､

"

能 砺
”

､

"

肯
”

､

"

敢
”

な ど の 助 動 詞 を含 む

｢助動詞 ＋ 動詞+ の 構造を否定す る 時､ 文法上
"

不
”

と
"

没
”

は 置き換えられ る場合 が あ る｡ 例えば
､

(1) 昨天我不敢喝酒｡

(昨日私 は お酒を飲む気が なか っ た ｡)

(2) 昨天我没敢喝酒｡

(昨 日私 は お酒を飲 む気に なれ なか っ た ｡)

しか し､ 構文上置き換えられない 場合もある｡ 例えば
､

(3) a . 年軽吋我不敵喝酒 ｡

(若 い 頃酒が飲め なか っ た｡)

* b . 年軽吋我没敢喝酒 .

(4) * a . 地要笑
, 不能笑出来｡

b . 地要笑 , 没能笑出来｡ (≪老≫ p 58)

( 彼女 は笑おうと した が､ 笑うこと は で きなか っ

た｡)
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(5) * a . 我本来准各去倫家参加晩会
,

可是昨天突然

月土子痛不能去｡

b . 我本来准各去倫家参加晩会
,
可是昨天突然

月土子痛没能去 ｡

(君 の 家 の パ ー テ ィ に行く つ もり で し た が ､ 昨

日 は 急 に お腹が 痛くな っ て行けなか っ た の で

す｡)

例文(3)(4)(5) の 場合 ､ なぜ
"

不
”

と
"

没
”

とが自由 に

置き換えら れ な い の か｡ 同じ ｢ 過去+ を表現 して い る

の に ､ (3) の 場合 に は な ぜ
"

没
”

は使えず､

"

不
”

を使

わ なけれ ばならない の か ｡ (4)(5) の 場合に は な ぜ
"

不
”

は使えず､

"

没
”

を使わなけ れ ばならな い の か｡ そし

て
､ 例文(1)(2) の 場合 は

､

"

不
”

と
"

没
”

と は文法上置

き換えられ る が ､ 果 た し て意味的 に 同じかどうか｡ も

し､ 違 い が あ るならば
､

一 体どう違う の か｡

本稿 は こ れ らの 問題 に つ い て考察 ･ 分析し
､ 助動詞

の 前の
"

不
”

と
"

没
' '

の 文法的使 い 分けを制約す る要

因と
､ 両者 の 意味的相違を明らかに し た い ｡

まず先行研究を見 て み よう｡ ( 引用文と例文の 日 本

語訳 は
､ 特に こと わらない かぎり ､ 筆者 に よ る も の で

ある ｡)

2 . 先行研究

2 . 1 . 呂叔湘 (1 98 0)

【比較】 没有 (没) : 不

①
`

没有
'

用千客双叙述
,

限手指辻去和現在, 不能

指将来｡

`

不
'

用干主双意思
,

可指辻去 ､ 現在和将来｡

(
`

没有
'

は 客観的叙述 に用 い る ｡ 過去或い は現在の み

を指し
､ 未来を指す こ と は で きな い

｡

`

不
'

は主観的

意志 に 関 して 用 い
､

過去､ 現在､ 未来を指す こ と が で

き る｡) ◇以前他没有去辻 ( こ れ ま で彼は行 っ た こ と

が な い) ◇前天他没有去 ( 一

昨日彼は行かなか っ た)

◇今天他没有来 く客双叙述) (今日 ､ 彼は 来なか っ た:

客観的叙述) ◇前天清他他不来
,

現在不清他他吏不来

了 ( 主双意思)(
一

昨日彼を呼ん だの に彼は来なか っ た

ん だから
､ 今彼を呼ばなければ彼 は なおさら来な い だ

ろう : 主観的意志)

②
`

不
'

可用在所有的助劫伺前,

`

没有､ 没
'

只限

干
`

能､ 能髄､ 要 ､ 肯 ､ 敢
'

等少数J L 十. 下例都不

能用
`

没有､
没

'

｡ (
`

不
'

は どん な助動詞 の 前 で も用

い ら れ る ｡

`

没 有､ 没
'

は
`

能､ 能砺 ､ 要､ 肯､ 敢
'

などい く つ か の 助動詞 に 限る ｡ 以下 の各例とも
`

没有､

没
'

を用 い る こ と は で きな い ｡) ◇不会耕 (話がうま

くな い) ◇不 核去 ( 行く べ きで は な い) ◇不可 以用

(使 っ て は い けな い) ◇不慮核向他 (彼 に 聞く べ きで

はな い) ◇不原意走 ( 出か けた くな い)
`

不
'

和
`

助劫 ＋ 劫
'

組合
, 有五 和形式｡ (

`

不
'

と
`

助劫詞 ＋ 劫伺
'

の 組 み合 わ せ方は 五 通りある ｡) ◇不

能去 (行けな い) ◇能不去 (行かなく て い い) ◇不能

不去 (行かな い わ けに は い かない) ◇能不能去? (行

ける か どうか) ◇能去不能? (行け るか)

`

没有 ､ 没
'

只有 - 神形式｡ (
`

没有､ 没
'

と
`

助動

詞 ＋ 動詞
'

の 組 み 合 わ せ方は
一

通りしかな い
｡ ◇没能

去 ( 行けなか っ た) ( p . 341)

2 . 2 . 超淑華 (1 9 85)

遭淑華 (1 9 85 . p p . 1 52 - 16 3) は
､ 例文を挙げ て 以

下 の ように説明して い る｡

A : 上星期六 , 他去参双魯迅故居了喝?

(先週土曜日､ 彼 は魯迅 の 旧居を見学 に行きま

した か｡)

B : 没有
,

他没去 ｡

( い い え ､ 彼は行きませ んで した ｡)

A : カ什J/2; ?

( どう して ? )

B : a . 星期六他有裸 , 不能去 ｡

(土曜日彼は授業が あ っ て
､ 行く こ とが で

きませ ん ｡)

b . 那 天他帳村有事
,

没能去 ｡

( そ の 日 ､ 彼 は突然用事が あ っ て
､ 行けま

せ ん で し た｡)

答旬 a 只是税明
一 十事実

,
悦明力什J/

2i 没有英和可能

性｡ 是静姦的｡ 答句b 則表示 : 由子某和客双原因
, 戎

笈生了某紺青況
,
致使途

一

具体行力未得実現 ｡ 拾人的

感党是劫姦的｡ ( 中略) ( 回答文 a は た だ 一 つ の 事実 ､

つ まりなぜ その 可能性 が な い か と い う事実を説明 して

い る だけで あり､ 静態的なも の で あ る｡ 回答文b は あ

る客観的な原因､ 或 い は あ る事情の 発生 に よ っ て
､

こ

の 具体的な行為が 実現 で きなか っ た こ とを表して おり ､

動態的なもの で あ る｡)

B . 地身体不好 , 迭禅的事
,
我不敢対地悦｡ ( 可以

指任何吋候
,

任何 一 件速禅的事, 我都不敢脱｡)

(彼女 は 体 が悪 い の で
､

こ ん な事は彼女 に言え

な い の です ｡) (す べ て の 場合を指す｡ す べ て の

こ ん な事 は私 に は言えな い
｡)

C . 地身体不好, 迭禅的事, 我没敢対地税｡ (只指

迭次, 迭件事
,

我没敢悦｡)

(彼女は体が悪 い の で
､

こ ん な事は彼女に言え

なか っ た｡) (今回 の み を指す｡ こ の 事は私 に は

言えなか っ た ｡)

2 . 3 . 劉月華等 (1 98 8)

不と没 ( 有)
"

不
”

と
"

没 (有)
”

は共に否定を表す副詞 で あり ､

動詞や 形容詞の 前に 置 い て
､ 動作や 性質 ･ 状態の 否定

を表す こ と が で き る｡ 但 し
"

不
”

と
"

没 ( 有)
''

の 用

法 は 違う｡

A
.

"

不
”

の 用法
"

不
”

は否定の 判断を表し
､ 動作 ･ 行為や性質 ･ 状態

を否定する｡ 多く現在や未来 の こと に つ い て 用 い るが､

過去 の こ と に つ い て も用 い る こ と がで きる｡ (例文を

略)
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(1) 現在或 は 未来 の 動作
･

行為､
心理状態 ､ 顧望､

好み ､ 可能性 の 否定を表す｡

(2) 習慣的或は恒常的な動作や 状況を否定す る ｡

(3) 非動作動詞 (動作動詞 ｢ 劫作劫伺+ 以外 の 動

詞) 否定す る｡

(4) 形容詞 の 前に用 い で性質､ 状態の 否定を表す｡

B .

"

没 ( 有)
”

の 用法

(1) 動作
･

行為の 起 こ っ た こ と或は 完了 した こ と

を否定す る ｡

(2)

(3)

形容詞 の 前に用 い て
､ 性質 ･ 状態の 変化 が 起

こ っ た ､ 或 は完了 した こ と を否定す る｡

数量詞 の 前 に琴い て
､

そこ まで 到着して い な

い こ とを表す｡

(4)
"

没
' '

は動詞
"

有
' '

の 前に 置 い て所有或は存

在を否定する｡

N
.

B
. ( A

. ､
ち .)

動詞 や 形容詞 に よ っ て は､

"

不
”

で も
"

没 (有)
”

で も否定で き る もの もあ る が
､

こ の 二 種類 の 否定の

意味 に は 違 い が あ る｡

一

般 的 に言 っ て
､

"

不
”

を用

い る 場合 は 願望或 は 判断 の 否定を表す の に対 し､

"

没 (有)
”

を用 い る 場合 は発生或は変化の 否定を表

す｡ ( p .
21 2 . )

2 . 4 . 井上優 ･ 黄葉華

現代況活中有
"

不
”

森
'

和
`

未然 的劫作
'

(2 00 0)

和
"

没
”

丙十否定伺｡ 否定
`

状

吋用
"

不
”

, 否定
`

己然的劫作

及変化
'

吋用
"

没
”

｡ 此外
,

"

不 Ⅴ
”

只能用来否定
`

未

然的劫作
'

,
而不能用来否定

`

未然的変化
'

｡ 迭是 国力
`

劫作
'

和
`

変化
'

所描写的是両神不 同屈次的現象

(
`

功作
'

和
`

状森
'

庄属干同
一

居次的現象) ,
而

`

劫

作
'

和
`

変化
'

的法科区男)]
,
在孜漕劫伺的

`

体
'

中又

起着十分重要的作用 ｡ ( p . 11 3 .)

(現代中国語 に は
"

不
' '

と
"

没
”

と い う 二 つ の 否定

詞が ある ｡

`

状態
'

や
`

未然的動作
'

を否定す る に は
､

"

不
”

を用 い
､

`

巳然的動作及 び 変化
'

を否定す る に は
､

"

没
' '

を用 い る｡ ま た､

"

不Ⅴ
”

は
`

未然的動作
'

を否

定す る場合 しか 用 い ら れ な い が､

`

未然的変化
'

の 否

定に は 用 い られ な い ｡ と い うの は
､

`

動作
'

と
`

変化
'

に描写され る もの が そ れ ぞれ次元 の 違う現象で ある か

らで あ る｡ そ して
､

こ の ような
`

動作
'

と
`

変化
'

の

違 い は ､ 中国語 の
`

体
'

( 動相) に お い て大変重要な役

割を果 た して い る も の で あ る｡)

2 . 5 . 劉月華 (1 9 92)
"

没 (有)
”

ま た は
"

不
”

を動詞 や動詞連語 の 前に用

い て い る 時､

"

没 ( 有)
''

が 否定す る も の は動作 の 発生､

完成 お よ び結果な どで あり､

"

不
”

が否定す る もの は

事実や 意志 ､ 願望 の 否定で ある ｡

- ･ - その た め
､

"

没 (有)
”

は過去 と現在の こ とを叙

述す る文中 に使われ る だ けで あり､ 未来 の こ とを叙述

す る文中 に用 い る こ と は で きない ｡

"

不
”

は 時間の 制

限を受けな い
｡ ( p . 1 9 .)

形容詞 や心理活動をあらわ す動詞およ び状態動詞の

前で は
､

"

没
”

を用 い る と ､ その 状態や変化が まだ発

生 して い な い こ と をあらわ す が
､

こ の 状態や変化 は通

常の 習慣や常識から い っ て ､ 当然発生 して い る べ き こ

と で あ っ た り､ 話し手が 当然発生 して しかる べ きだと

考えて い る もの で あ る｡ しか し､

"

不
”

が 否定す る の

は事実 で あり 状態で は な い
｡ ( p . 2 0 .)

2 . 6 . 石敏智 (2 001)
- - 事実上

,

"

不
”

也可以否定辻去的行カ,

可以指将来｡ ( p . 3 12 .)

"

没
”

也

(実際 に は
､

"

不
”

は過去 の 行為をも否定す る こ と が

で きる ｡

"

没
' '

は未来を指す こ と もで き る｡)

3 . 問 題 点

呂叔湘 (1 98 0) の 記述 は
"

不
”

"

没
”

と ｢助動詞 ＋

動詞+ の 組 み 合 わ せ 方を列挙す る に留ま っ て い て
､

｢ 助動詞 ＋ 動詞+ を否定す る
"

不
”

と
"

没
”

の 文法的

使 い 分けを制約す る要因､ 或 い は 意味的相違 に つ い て

は全く触れて い な い ｡

遁淑華 (1 98 5) は
､

"

功 姦
”

と
"

静森
' '

と い う概念

に明確な定義を与えて い な い し､

"

功姦
”

の 全過程､

その 過程 に おける動的各局面､ 及び ど の 局面 にお い て

｢助動詞 ＋ 動詞+ を
"

没
”

で 否定で き る の かな ど に つ

い て も明確に示 して い な い ｡ その 上､ 遭淑華の 挙げた

例文は
､ 文法上

"

不
”

と
"

没
”

が 置き換えられ な い も

の で は なく､

"

不
' '

と
"

没
”

の 使 い 分けを制約す る文

法的要因さえも明確に示 して い な い
｡

本稿 で は超淑華の 先行研究を踏まえ
､ 呂叔湘が挙げ

た い く つ か の 助動詞を手が かり と して
､ それ らを否定

す る
"

不
”

と
"

没
”

の 使 い 分 けを文法的 に制約する 要

因と ､ 意味的相違 に つ い て考え て み た い ｡

4 . 方 法

宋継征 (1 9 93 a) で は
､ ｢

"

不
”

と
"

没
”

の 文法 的使

い 分けを制約す る要因は
"

動詞諸相
”

で ある ｡

"

動相
”

にお い て は
､ 否定を表すの に

` `

不
”

を用 い る こ と は な

く､

"

没
' '

を用 い なければならな い ｡

"

非動相
”

にお い

て は
､

"

没
”

を用 い る こ と は なく､

"

不
”

を用 い なけれ

ばならな い
｡+ と指摘 して い る ｡ 本稿 は宋継征 (1 9 93

a . 1 9 93 b . ) に し た が い
､

中国語 の 動詞諸 相を
"

動

相
‥

と
‥

非動相
”

に 分け て考察する｡

5 . 分 析
一

部 の 文法書で は
､ 助動詞 は

"

了
”

･

"

着
”

･

"

辻
”

を

伴う こ と が で きな い の で ､ 助動詞 は動相 ( a s p e c t)

を表現す る こ とが で きな い と して い る｡

本章は 助動詞 と その 後の 動詞を
一

つ の まと ま っ た述

語構造と して 捉える ｡ こ の ｢助動詞 ＋動詞+ の 述語構
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造 は
"

了
”

･

"

着
' '

･

"

辻
”

を伴うこ と が で きな い が ､ 文

脈或 い は コ ン テ ク ス ト の 助 けに よ っ て ､ ｢ 将然相+ の

意味を表現する ことが で きる と考える ｡

｢ 将然 相+ に つ い て
､ 宋継征 (1 99 3 a . 1 9 93 b . ) で

は次 の ように定義して い る ｡

｢ 将然相 と は
､ 実際 には動作･ 作用 は まだ開始 して い

な い が ､ すで に 実現態勢に入 っ て い る過程を指す｡ 言

い 換えれ ば
､ ある動作 はまだ始ま っ て い な い の に ､ そ

の 始まろうとす る気配､ 前兆､ 勢い な どが 現れ て い る

段階を表す｡

例えば
､ 列車はまだ発車して い な い が

､ 発車の 放送

が 聞 こ えた り､ 発車 の ベ ル が鳴 っ た り或 い は慌た だ し

くかけ込 み乗車 しようと す る乗客 の 姿が見えた りする

場合 ､ 話者は
"

快牙李了
”

､

"

要 牙李了
”

､

"

就 要牙李

了
”

､

"

雪上就要牙宰了
”

､

"

眼看就要牙李了
”

な どの 表

現 を用 い て
､ 『発車す る』 と い う動作 の 『動き』 の

｢ 将然相+ の 過程を表現す る こ とが で きる ｡+

そして
､ ｢

"

不
”

と
"

没
”

の 使い 分けを制約する 要因

は動詞諸相で ある ｡

"

動相
' '

に お い て は
､ 否定を表す

の に
"

不
”

を用 い る こ とは なく､

"

没
”

を用 い る ｡

"

非

動相
”

にお い て は
､ 否定を表すの に

"

没
”

を用 い る こ

と は なく､

"

不
' '

を用 い る ｡+ 宋継征 (1 99 3) と指摘 し

て い る ｡ 従 っ て ､ 本稿 で は
"

非動相
' '

表現 の ｢助動詞

＋動詞+ を否定す る の に
"

不
' '

を用 い る｡ ｢ 将然相+
の 意味を含意す る ｢ 助動詞 ＋動詞+ を否定す る の に
"

没
”

を用 い る と考え る｡

呂叔湘 (1 98 0 . ) の 挙げ た 助動詞
"

能
”

､

` `

能 髄
”

､

"

肯
”

､

"

敢
”

､

"

要
”

などの 中で ､

"

没
' '

で ｢ 要 ＋ 動詞+

を否定す る こ と は な い の で
､

"

要
”

と い う助動詞 は考

察対象の 中から除外する ｡

"

能
”

､

"

能髄
”

､

"

肯
”

､

"

敢
”

な ど の 助動詞 は ､ 意味的 に は 違 い があ る が､

"

不
”

或
い は

"

没
”

で否定され る こ と が 可能で ある と い う点で

共通 して い る｡ 次 に
"

不
”

或 い は
"

没
”

と ｢ 助動詞 ＋

動詞+ と の 関係 に つ い て 見 て み よう｡

5 . 1
"

不
”

し か使えな い 場合

(6) a . 恐尤只能下蛋, 不能宜接生小恐尤｡

(恐竜 は 卵 しか 産め ず､ 直接赤ち ゃ ん を産

め ない ｡)

* b . 恐尤只能下蛋
, 塗壁宜接生小恐尤｡

(7) a . 有吋侯我不敢回家
,

(時 々 母 が 恐く て
､

た ｡)

* b . 有吋侯我没敢回家
,

我伯兄嫡璃｡ (≪老≫p 8)

私 は家に帰れ なか っ

我伯兄輯嫡｡

(8) a . 墳嫡有吋侯拾我点心銭
,
我不肯花

,
餓着牡

子去上体換
,
常常要皐辻去 ｡

(母 は 時折､ 私 に小遣 い をく れ た が
､ 私 は

決 して 使 わ なか っ た｡ お腹をすか した まま

体操に行き
､

目陰をお こすこと も しばしば

で あ っ た ｡) (≪老≫P 8 )
* b . 璃嫡有吋侯拾我点心伐

, 我没肯花, 傾着牡

子去上体操 , 常常要牽辻去｡

例文(6)Eま事象 の 属性を､ 例文(7)(8) は 過去 に お け る経

常的な現象を表すもの で
､

い ずれ も動相と 関係なく､

非動相的な表現 で ある ｡ こ の 場合 ､ ｢助動詞 十動詞+

を否定す る には ､

"

没
”

は使えな い の で
､

"

不
”

を使わ

なければならない ｡

5 . 2 .

"

没
”

し か使えな い 場合

(9) * a . 地要笑
, 不能笑出来｡

b . 地要笑
,

没能笑出来｡ (≪老≫ p 58)

(彼女 は笑おうと した が
､ 笑うこ と は で き

なか っ た ｡)

qO) * a . 璃飼犬着通鎗我地共上的額替 只有迭
-

件東西是坂的｡ 我知道, 地抜下辻来JL 回
,

都不肯交拾我去当｡ 迭是璃嫡出口子吋 , 揺

姥家治的
一

件首怖｡

b . 嫡嫡笑着逆拾我地共上的額替 只有迭
-

件京西是領的｡ 我知道 , 地抜下達来凡 回
,

都没肯交姶我去当｡ 迭是嫡嫡出口子吋, 姥

姥家姶的
一

件首飾｡ (≪老≫ P 4 )

(母さ ん は 泣きながら私 に ､ 髪に さ した銀

の 替を手渡した た だこ れ だけが銀な の

だ｡ 私 は知 っ て い る
､ 彼女が何度もそれ を

髪から抜 い て も どう して も私 に質屋 に持 っ

て い かせ る こ と が で きなか っ た こ とを｡ そ

れ は母 さ ん が嫁 に 来 る時実家 で 持 たせ た 髪

飾りなの だ｡)

W * a . 地想死
,

可JL 次都不能死成｡

b . 地想死 , 可凡次都没能死成｡

(彼女は 死 に た くて何度も死 の うと したが ､

死 にき れ なか っ た｡)

q2) * a . 返本小悦我看了三 天也不能看完｡

b . 返本小悦我看了三 天也没能着完｡

( こ の 小説を三 日読 ん だ が､

て い な い ｡)

a3) * a . 優太少了, 我不能解吃飽 ｡

b . 版太少了, 我没能髄吃飽 ｡

まだ読 み終え

( ご飯 が 足りなか っ た の で
､

お腹 い っ ぱ い

に ならなか っ た ｡)

例文(9) - Q3) の
"

地要笑
”

､

"

地抜下辻来JL 回
”

､

"

可凡

次
”

は将然的意味を表し
､

その 後の 動作が既 に実現態

勢 に入 っ て い た こ と を認 め て
､ 偶発的 ､

一

時的原因 に

よ っ て その 動作を実現させ る こ とが で きなか っ た こ と

を含意す る ｡ q2)q3)8ま､ 動作の 実行を認 め た上 で
､ その

動作が終結或 い は結果まで 至らなか っ た こ と を表す｡

(9) - q3)Lま ､
い ずれ も動的動きを含意す る もの なの で

､

文法上
"

不
”

は 使えず､

"

没
”

を使 わ なけれ ばならな

い
｡

5 . 3 . 否定の範囲と意味上の遣い

｢ 助動詞 ＋ 動詞+ の 表す意味は ､ ｢行動意識+ と ｢ 行

-
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動実行+ と い う 二 段階 に分けられ る｡ ｢ 行動意識+ は

助動詞で表され
､ あ る動作を行う能力､ 許可､ 意志 ､

勇気或 い は願望等 の こ とを指す｡ ｢ 行動実行+ は 動詞

で表され
､ ある動作が行われ る過程を指す｡

q4) a . 我不敢来
,

可又不得不来 ｡

(私 は 来 る つ もりな ど な か っ た が
､

か と

い っ て 来な い わ け にも い かなか っ た ｡)

* b . 我没敢来, 可又不得不来 ｡

q5) a . 我杢宣在嫡璃面前塁,
可又忍不住洞水 ｡

(私 は 母 に 涙な ど見 せ た くなか っ た の に､

堪えきれ ず に涙 が あふ れ て き た｡)

* b . 我埋草在璃嫡面前里,
可又忍不住洞水｡

q6) a . 我不青果, 可是洞自己往下流｡

(≪老≫ p . 1 4 .)

(泣き た くなん かな い け ど
､
涙 が勝手に 出

て く る ん だ｡)

* b . 我没青果, 可是洞自己往下流｡

8乃 a . 我不敢吃蛇
,

吏不敵吃猫 ｡ 等我吃完了
"

尤

虎斗
”

,
他オ告訴我

,
尭就是蛇

,
虎就是猫｡

(私 は 蛇な ど食 べ る勇気もな い し
､ 猫な ん

て も っ と嫌だ っ た｡ 彼 は 私 が ｢龍虎闘+ を

食べ 終え る の を待 っ て 私 に言 っ た ｡ ｢ 龍+

と は蛇 で ､ ｢虎+ と は猫 の こと だ と ｡)

* b . 我没敢吃蛇, 更没敢吃猫｡ 等我吃完了
"

尤

虎斗
”

,
他オ告訴我

,
尤就是蛇, 虎就是猫｡

例文q屯 - q乃の 場合､

"

不
”

は助動詞 が表す ｢行動意

識+ の 段階だけを否定し､ 動詞 が表す ｢行動実行+ の

段階 に は 直接及ばな い
｡

こ の 場合 ､

"

不
”

を
"

没
”

に

置き換え る こ と は で きな い ｡ 但Q) を
"

我没敢来
”

に す る

と
､

"

可又不得不来
”

を続けられ なくな る の は ､

"

没
”

の 否定範囲 が
､
｢ 行動意識+ の 段階だ けで な く､ ｢行動

実行+ の 段階ま で 及 び
､

"

来
”

をも否定する か ら で あ

る ｡

5 . 4 . 文法上の 置き換 え と意味上 の 違 い

q8) Q : 傭限同事借銭了喝 ?

( あなた は 同僚 に お 金を借りま した か ｡)

A l : a . 咲
,
老李是十有名的各藩鬼 , 我 可 不敢

距他借銭｡

( ええ､ 李 さ ん は 有名な ケ テ ン 坊 で す

か ら ね､ 彼 に借金を申し込 む気 は あり

ませ ん よ ｡)

* A l : b . 喰
,
老李是十有名的客畜鬼

,
我可没敢

扱他借銭｡

Q : 那小王 喝 ?

( そ れ なら､ 王 君の 方 は ? )

* A 2 : a . 我去挽小王吋
, 貯悦他母嘉病重住院要

用伐
,

我也不敢践他借銭 ｡

A 2 : b . 我去扶小王 吋
,

折悦他母嘉痛重住院要

用領
, 我也没敢距他借銭 ｡

(王 君 の 所 に行 っ た ら
､

お 母 さ ん が重

病で 入院す る の に お金が い る と い うこ

と な の で
､

お金 の こと は 切り出せ ませ

んで した よ ｡)

q9) Q : 昨晩宴会上像喝酒了喝 ?

(夕 べ 宴会で お 酒を飲 み ま した か? )

A l : a . 我不敢喝酒｡ 国力我有胃洩癌, 不敢喝

準｡

(飲 め ま せ ん よ ｡ 胃潰蕩な の で ､ と て

も飲 め ませ ん｡)

? A l : b . 我不敢喝酒｡

廼｡

* A 2 : a . 我没敢喝酒｡

李送地回家,

A 2 : b . 我没敢喝酒｡

李送地回家
,

国力我有胃液癌
,

没敢喝

昨天我女朋友 一 定要我牙

我不敢喝｡

昨天我女朋友 一 定要我牙

我没敢喝｡

(昨日 は ガ ー

ル フ レ ン ドが車で家ま で

送れ と 言うの で ､ 飲むに飲 め なくなり

ま した ｡)

CZQ) Q : 小李的婚礼倫去了喝 ?

(李 さ ん の 結婚式 に参加 しま した か ｡)

A l : a . 我 不能去｡ 我扱他
⊥

風面就打架 , 他的

婚礼我可不能去｡

(彼と は顔を合 わ すと 即喧嘩ですか ら
､

彼 の 結婚式な ん て行きませ ん よ ｡)

* A l : b . 我不能去 ｡ 我距他
一

見面就打架,
他的

婚礼我可没能去｡

* A 2 : a . 我拾他イロ的結婚礼物都准各好了
,

可那

天我突然有急事, 不能去成｡

A 2 : b . 我姶他イ｢] 的結婚礼物都准各好了
,

可那

天我突然有急事, 没能去成｡

(結婚祝 い の プ レ ゼ ン ト まで 用意 し て

お い た の に､ そ の 日 急 に用事が で き て
､

行けませ んで した ｡)

6 . ま と め

｢ 助動詞 ＋ 動詞+ を否定す る 場合 ､ 動詞文を否定す

る場合 と 同 じ ように ､

"

不
”

と
"

没
' '

の 文法的使 い 分

けは動詞諸相 の 制約を受けて い る｡ 動相表現 に お い て

は
､ 否定を表現す るの に

` `

不
”

を用 い る こ と は なく､

"

没
”

を用 い なけれ ばならな い ｡ 非動相表現 に お い て

は
､ 否定を表現す るの に

"

没
”

を用 い る こ と は なく､

"

不
=

を用 い なけれ ばならな い ｡

一

般 の 文法書､ 或 い は教科書に お い て
､

"

能
''

､

"

舵

砺
”

､

"

肯
”

､

"

敢
''

な ど の 助動詞を
"

情態助動詞
''

と し

て取り扱 っ て い る ｡ つ まり ､
こ れ ら の

"

情態助動詞
”

は動作を表すもの で はなく ､ 動作を行う人物 の ｢心理

的状態+ 或 い は ｢ 行動意識+ を表すもの で あ る ｡

"

不
' '

は こ の ｢ 心理 的状態+ 或 い は ｢ 行動意識+ の

段階 だ けを否定し
､ ｢行動実行+ ､ ｢ 実際 の 行動+ 或 い

は ｢ 行動 の 巳然+ の 段階ま で に は 直接 に 及 ば な い ｡

"

没
‥

は ｢心理的状態+ 或 い は ｢ 行動意識+ の 段階を
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認 め た 上で
､ その ｢ 行動実行+ 或い は ｢ 行動 の 巳然+

の 段階を否定す る ｡

7 . 結論の再検証

最後に ､ 『老舎選集』 の 実例を用 い て
､

以上 の 結論

が成立す る か どうかを再検証 して み る｡

伽 校濃悪意帝助我 ｡ 地不能拾我伐
,

只能供給我丙

頓坂和住赴- - 就住在学校和老女イト作伴ノL ｡

(《老≫ p l o . )

(校長 は
､ 私を助け た い と 思 っ て い る か

､ お金

は 出せ な い の で
､

二 食 の 飯 と住む所しか提供 で

きな い ｡ つ まり学校 に泊ま っ て年老 い た下女の

相手をする の だ｡)

例文鮒 の 場合 ､ ｢ 私を助けた い と 思 っ て い る校長 は
､

二 食の 飯 と住む 所 しか 提供 で きな い
｡+ と い う意味 で

ある ｡
つ まり ､ 校長の ｢ 心理的状態+ 或 い は ｢ 行動意

識+ と し て は､ 最初 か ら お 金を貸 し て く れ る ｢ つ も

り+ 或 い は ｢ 心 の 準備+ は なか っ た と い うわ けで ある ｡

しか も､

"

只 能
”

は
"

不能
”

と対照的 に使 わ れ て い る

の で
､

こ の 文で は
､ 文法的 ･ 意味的な構文環境 の 制限

によ っ て
､

"

没 能
”

は使えず､

"

不能
”

を使 わ なけれ ば

ならな い ｡

任2) 我只能廟眼前
,
没有将来

,
也不敢深想 ｡

(≪老≫ p l l . )

( 私 は 目 の 前 の こ と しか かまえな い ｡ 将来もな

い し､ 深く考えた くもな い ｡)

例文CZ2) の 場合､ ｢ 目 の 前 の こ と しか か まえ な い
｡ し

か も ､ 将来も な い 私 は 深く考え る 『心 の 余裕』 が な

い+ と い う意味で あ る｡ 否定詞
"

不
”

の 射程 は
"

敢
”

と い う ｢心 の 余裕+ ま で だ けで あり ､ 行動 と して の

"

想
”

ま で に は 及 ば な い ｡ こ の 文 に お い て は ､

"

我只能

廟眼前
,

没有将来
”

と い う文脈 の 制限 に よ っ て
､

"

没

敢
”

は言えず､

"

不敢
”

を言わ なけれ ば ならな い ｡

CZ隷 我不青果
,
可是洞自己往 下 流｡ (≪宝≫ p 1 4 . )

(泣きた くな ん か な い け ど
､ 疾か勝手に 出て く

る ん だ ｡)

例文任診の 場合 ､ ｢私 は泣く ｢ つ もり+ が なか っ た+

と い う意味で あ る｡ 否定詞
"

不
”

の 射程 は
"

芙
''

と い

う動作ま で に は お よ ばず､

"

肯
”

と い う ｢ 行動意識+

だけを否定 して い る ｡ よ っ て
､

"

可 是洞自己往下流
”

と い う後接文は 矛盾なく成立す る｡

逆 に い えば､

"

没肯
”

なら､

"

突
”

と い う行動を否定

す る こ と に なり ､

"

可是洞自己往下流
”

と い う後接文

と は 矛盾に なる の で ､
こ の 文 は成立 で きなくなる ｡

･ よ っ て
､

こ の 文 で は
､ 意味的制限 に よ り,

"

没
”

は

使えず､

"

不
' '

を使 わ なけれ ば なら な い ｡

伽 当天晩上
,

他姶我送了丙放伐来
,

我不肯収
,

他

税法是他婚母 鮮校濃 鎗我的｡

(≪老≫p 1 5 .)

( その 日の 夜彼は 二 元持 っ て き た が
､ 私 は受け

取 ろうと しな か っ た ｡ 彼 が 言うに は ､
こ れ は彼

の お ばさん 太 っ た校長 が私 にくれた も

の だそうだ｡)

例文朗 の 場合､ ｢ 私 は受け取 る 『つ もり』 は なか っ

た+ ､
逆 に い えば ｢私 は受け取らな い 『っ もり』 だ っ

た+ ､ 或 い は ｢私 は受け取らな い 『決心』 を し た+ と

い う意味で あ る｡

"

不
”

の 射程 は
"

収
”

と い う動作ま

で に は及 ばな い が
､

そ の ｢ つ もり+ 或 い は その ｢ 気持

ち+ だ けを否定し て い る ｡ よ っ て ､

"

些
”

と い う動作

が 実行された かどうか に つ い て は 言及して い な い ｡ 実

際 に は
､

"

些
”

と い う動作が 実行されて も､ 前の 文脈

と は矛盾せず､
こ の 文は 成立す る わ けで あ る ｡ も し､

"

没肯
”

と いうなら､

"

他脱法是他姉母 肺校濃

姶我的
' '

と い う後接文と は 矛盾す る こ と にな る ｡ し た

が っ て
､

こ の 文に お い て は
､ 意味的制限 に よ っ て

､

"

没
”

は使えず､

"

不
”

を使 わ なけれ ば ならな い
｡

留5) 我不敢向公安局去打肝
,

我又不能不打貯
,

(≪老≫p 8 3 .)

(警察署 に 聞き に行く勇気 は な い が ､ 聞き に行

かな い わ け にも い か な い - - )

例文629 の 場合
､
｢最初から勇気は をく､ 警察署 に 訊

ね に行く 『気』 は なか っ た+ と い う意味を表して い る ｡

"

不
”

ば
"

敢
”

と い う ｢勇気+ だ けを否定す る が
､

"

去

打貯
”

と い う行動を否定 して い な い ｡ よ っ て ､

"

我又

不能不打貯
' '

と い う後接文 と は矛盾せ ず成立す る｡ も

し
､

"

没敢
”

と い うなら
､

"

我又不能不打肝
”

と い う後

接文 と は矛盾す る こ と にな る の で ､ 成立で きなく な る｡

こ の 文 に お い て ､

"

没
”

は使えず､

"

不
”

を使 わ な けれ

ば な ら な い
｡

e⑳ 最初
,
我達屋｢1 也不敢出

,
我伯兄那十又明又暖

的太田｡ (≪老≫p I O7 . )

(初 め 家 の 中か ら出 る勇気 さ えなか っ た ｡ あの

明 るく て 暖か い 太陽を見 る の が恐 か っ た の だ ｡)

例文¢ゆの 場合 ､

"

不
”

ば
"

敢
”

と い う ｢家 の 中か ら

出る 勇気+ だ け を否定す る が ､

"

出
”

と い う動作 に は

言及 して い な い
｡ しか し

､
こ の 文 に は

"

最初
' '

と い う

言葉 が 文頭 に あ る の で
､

"

最 初
”

と 対比す る
"

現在
''

の 状況 と し て は
､ ｢家 の 中か ら 出 て い る+ と い う意味

を読 み取 れ る ｡ した が っ て
､

こ の 文 にお い て は
､ 意味

的制限に よ っ て
､

"

没
' '

は使えず､

"

不
”

を使 わ なけれ

ばならな い ｡

任7) 以前 , 我対什 J2̂1 神 仙都不敢得罪 ; 現在
,

我什 Ĵ

2 1

也不信
,

達括悌也不信了｡ (≪去≫P IO 7 . )

(以前私 は ど ん な神様 で も感情を損ねる 勇気 が

なか っ た が
､ 今は何も信 じな い ｡ 括仏 さ えも信

じな い ｡)

例文CZ7) の 場合 ､

"

不
”

は ｢ どん な神様で も感情を損

ねる 勇気+ と い う ｢心理的情態+ だ けを否定して い る

が ､

"

得 罪
”

と い う行動ま で に は 及 ば な い
｡ し か も

､

"

現在, 我什ゑ也不信 , 達活傍也不信了
' '

と い う後接

文に よ っ て ､

"

得 罪
' '

と い う行動が 実行され て い る 意

味を読 み 取 れ る ｡ し た が っ て
､

こ の 文 に お い て も､
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"

没
”

は使えず､

"

不
”

を使 わ なけれ ばならな い ｡

㈱ 老嫡嫡没敢脱法来
,

到厨房去泡茶｡

(≪老) P 5 6 . )

( おばあさ ん は
､

つ い て 来 る勇気がなく ､ 台所
- 行きお茶を い れ た ｡)

例文但珍の 場合､ ｢ お ばあさ ん は
､

つ い て 来 る 気 が

あ っ た+ と い う意味を読 み 取れ る が ､

"

脱法来
”

と い

う動作が
"

没
”

に よ っ て 否定されて い る｡ した が っ て ､

こ の 文に お い て は ､

"

不
”

は使えず､

"

没
”

を使わ なけ

れ ばならな い ｡

位g)
"

柄
,

嫡!
”

小女核軽軽的叫
,
達祉嫡端的袖子:

"

哨イr]上屋里去 !
”

廉伯太大盤軽操了小姐子
-

下, 没敢劫｡

(≪老≫ P 8 0 - 81 .)

(｢ お母さ ん ! + と女の 子 は軽く呼び
､ 母親の 袖

を引 っ ば っ て 言 っ た ｡ ｢ 家の 中 に入 ろうよ ! +)

(廉伯おばさん は軽く女 の 子を つ ね っ て ､ 動 か

なか っ た ｡)

例文位g) の 場合 ､

"

垂
”

と い う行動を しようと し て い

た こ と を読 み取 れ る が ､

"

没
”

の 否定に よ っ て
､

"

亜
”

と い う行動が 実現で きなか っ た と い う意味 に なる ｡

C!0) 迭在早年L
'

B1 叫作
"

抹稀泥
”

,
現在的新名詞痘叫

着什îi
, 我遠投能打析出来｡ (≪老≫p ll l

.)

( こ れ は､ 昔 ｢ い い かげん に ま る くおさ め よう

とする+ と言 っ た が､ 今の新し い 言葉で何と言

えば い い の か､ 私 はまだ聞き出せ て い な い ｡)

例文CiQ) の 場合は例文¢穆位g) と同様に説明で きる ｡
つ ま

り､

"

没
”

は ｢ 助動詞 ＋ 動詞+ と い う構造を否定する

場合 ､ その 助動詞 の 表す動作主の ｢ 行動意識+ が あ っ

た こ と を認 め た上 で
､ その 動詞の 表す行動の 実現する

こ と を否定す る ｡

｢ 例文出典+ 《老≫ - 『老舎逸集･ 第二 巻』｡ 四 川人民出

版社 (1 9 82 . 7 .) ｡

注 : 本文中の 例文の 成立
､ 不成立 の 判定に つ い て は

､

イ ン フ ォ
ー マ ン トと し て下記 の1 0 名の 中国語 の ネ

イ テ ィ ブス ピ ー カ ー に御協力 い た だ い た ｡

柴森､ 除淑梅､ 魯暁現 ､ 沈国威､ 卦敦夫､
陶井､

田禾､ 萄春生 ､ 核凱宋 ､ 核立明

心 よ り感謝申し上げます ｡
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